
里辞令 級 事 55 

叉， Siphonalesは FELDMANNによ りCaulerpales及び Eusiphonalesに分隊され

たが，潜Z者は OLTMANNSの説によ !J，休に|偶)換がなく ，体は非相羽Lfで，石灰を被るもの

があ り，色素体はがj)伏に迎絡せず， 商~I尚子は築設f本自身に，叉は甑~f尚子裂に lJj来るものを

との族に入れている。 之には 3科， 7 fJil， 19磁 (中の3は新磁，更にその2は Silvaのミ

ノレ廊の新種)が記滅されてν、る。

夏に， Dasycladalesは PASCHER (1931)が放射相栴の体を有する事により 前の2族

から分離 した説に より，体制稿!民がなし生町古時にだけ多;核，石灰を被 り， 色素体は綱!伏

に連絡せず，配偶ヲーは飢{尚子議中に出来る族とし，之に 1科. 3filJ， 6額(中の1は新種)

が明かにされてU・る。

(北大現象部純物塁手数室 l坂井);Ii!:志雄)

撃曾銭事

木曾令長山問主:;;男教授は去る7月r.llf[j， ノーノレウエ ー図， ト ロ ン ~.-'、イムIIJに於ける

第コ回図際行手渡京間討議令 (2ndInternational Sea;weeds Symposium)に日本代表とし
て出席のため 7 月上旬務関空港 を :l， ~遣 さ れ， 同令議終了後， ノレ ン ト1 ダ プリ ンを始め欧I:1H

9ケ闘の著名な るノ、ーバ リューム及び大路， 研究所等を歴訪，約 2mi月間の長迭の旅行 を
終えて9月6日知事鏑捗jされた。
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